


このたび、文化を振興し、文化で地域の持続的な発展を
目指すことを目標として、本市として初めてとなる、文化
振興基本方針を策定いたしました。

まずは、方針の策定にあたり、ご尽力をいただきました
武蔵野市文化振興基本方針策定委員会の委員の皆さま、貴
重なご意見をお寄せいただきました市民の皆さま及び関係
者の皆さまに心から御礼申し上げます。

近年、文化施策を取り巻く状況は、「文化芸術基本法」の
制定や、「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」の施行及

び「劇場、音楽堂等の事業の活性化のための取組に関する指針」の告示、「障害者
による文化芸術活動の推進に関する法律」の施行等、大きく変化しています。

こうした中、本市では、武蔵野市民文化会館の改修にあたって、公共施設の文化
施策や文化振興における位置づけ、行政による文化振興の根拠やその方針を明確化
する必要性等が議論されました。

これまで、多くの人々を惹きつけてきた文化的とも呼ばれる本市のイメージは、
市民や民間事業者の皆さまによる多様で活発な活動と、行政による環境整備とが相
まって形成されてきたものと認識しております。本方針を具体的に進めていくため
には、これまで同様、市民や様々な関係者の皆さまとの協力・連携が不可欠です。

市では、本方針により、文化振興の方向性について示し、今後も継続的に、市民
の皆さまと将来の武蔵野市の芸術文化のあり方を考えていきたいと存じます。

さらに、今後市では、本方針に基づき、既存の事業や施設の果たしてきた役割を
振り返り、指定管理の内容も含めて、今後の事業を体系化したうえで、駅勢圏ごと
に必要とされる文化施設の機能を研究し、劇場・ホール・文化施設についての整備
計画につなげて参ります。今後とも、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

平成 30 年 11 月 武蔵野市長
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1 Ⅰ - 基本方針策定の趣旨

１ 基本方針策定の目的
芸術文化は、人の感性に働きかけて感動や共感を

もたらし、個人の生の充実や心の豊かさを実感させ
てくれます。芸術文化の活動を通じて、私たちは自
分の個性や潜在的な価値に気付いたり、様々な人と
つながりをもつきっかけを得たりします。これらの
芸術文化の特性は、近年では、コミュニティの形成
に寄与する社会的な価値とみなされるようにもなっ
ています。芸術文化を生み出す過程で重視される技
術の習得・創造性・革新性が、新たな産業を興し、
経済的な価値を生み出すものとして注目されるだけ
でなく、医療、福祉、子育て、次世代の教育、にぎ
わい作り、観光、まちづくりなど、様々な分野の課
題解決の一助となるという認識が広がっています。
そのことは結果として、まちの魅力を高めていくも
のであると考えられています。

本市においては、これまで、市民の自発的なコミュ
ニティ活動が行われ、様々な場面で市民の力や地域
コミュニティの力が発揮され、市民文化が発展を遂
げてきました。また、市全体では、このような市民
文化によって、落ち着いた街並み、身近に緑・文化・
芸術に親しめる空間、徒歩で回遊可能な商業地が形
成され、成熟したまちのイメージを誇る都市文化が
醸成されてきました。

このようにして形成されてきた市民文化・都市文
化を、本市は芸術文化の振興により、さらにまちの
魅力として高めていこうと考えました。今後の市に
おける文化振興の方向性について示し、将来の武蔵
野市の芸術文化のあり方を市民の皆さんと考えるこ
とを目的として、今回初めて文化振興基本方針を策
定しました。

基本方針策定の趣旨Ⅰ









5 Ⅱ - 文化施策を取り巻く動向

１ 国の動向
平成 29 年６月、「文化芸術振興基本法」（平成 13

年 12 月７日施行）が改正され、「文化芸術基本法」
が制定されました。この改正では、法の基本理念を
改め、社会的・経済的弱者に対しての文化芸術の鑑
賞環境の整備や、文化芸術に関する教育の重要性、
観光、まちづくり、国際交流などの各関連分野との
有機的連携などが掲げられました。また、この法律
では、地方公共団体の責務として、『文化芸術に関し、
国との連携も図りつつ、自主的かつ主体的に、その
地域の特性に応じた施策を策定し、及び実施する』
ことが定められました。また、地方公共団体の施策
に対しては、『その地域の特性に応じた文化芸術に
関する施策の推進を図るよう努めるものとする』と
定められました。

平成 29 年 12 月には、文化と産業・観光等他分
野が一体となって新たな価値を創出し、創出された
価値が、文化芸術の保存・継承や新たな創造等に対
して効果的に再投資されることにより、自立的・持

続的に発展していくメカニズムを形成することを目
的として「文化経済戦略」を策定しました。

そして、平成 30 年３月には、文化芸術政策の目
指すべき姿や今後５年間の文化芸術政策の方向性を
示すものとして、「文化芸術推進基本計画」が策定
されました。

また、文化施設の役割についても、「劇場、音楽
堂等の活性化に関する法律」（以下「劇場法」とい
う。）（平成 24 年６月 27 日施行）及び、「劇場、音
楽堂等の事業の活性化のための取組に関する指針」

（平成 25 年３月 29 日告示）において、文化芸術を
継承し、創造し、発信する地域の文化拠点であるの
みならず、全ての国民が心豊かな生活を実現する場
であり、また社会参加の機会を開く社会包摂の機能
を有する基盤であり、さらには地域コミュニティの
創造と再生、国際文化交流の円滑化等への寄与が期
待されることが示されました。

２ 東京都の動向
平成 27 年３月に「東京都の芸術文化振興におけ

る基本指針」「2020 年東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会に向けた文化プログラムの先導的役
割」「国際的に発信する東京の文化政策の世界戦略」
としての性格を持つ「東京文化ビジョン」が策定さ
れました。その中で、８つの文化戦略を立て、東京
2020 大会を視野に入れながら、「東京の魅力発信」

「あらゆる人が芸術文化を享受できる社会基盤を構
築」し、「教育、福祉、地域振興等、社会や都市の
課題に芸術文化の力を活用」するといった 2020 年
を越えた取り組みについても明記しています。

都では、これを一回限りの大規模な文化イベント

として終わらせるのではなく、東京 2020 大会のレ
ガシー * として世界のどこにもない文化都市を目指
すとしています。本市においても、芸術文化を含め
た本市の取り組みが、大会後のレガシーとして本市
のまちづくりに寄与するものとなるよう、「東京オ
リンピック・パラリンピック等国際大会に向けた武
蔵野市の取組み方針」を定め、取り組んでいます。

＊レガシーとは、一般的には、オリンピックが終わった後に開催
都市や人々の心に残るもの、とされています。

文化施策を取り巻く動向Ⅱ





7 Ⅲ - 武蔵野市の成り立ち

２ 市制施行後
昭和 22 年に武蔵野市制が施行され、昭和 30 年代

には都営住宅や公団住宅が建設され、都心から緑を
求めて、様々な地域から人々が移り住み、昭和 32
年には人口が 10 万人を突破しました。

急激な宅地化による緑の減少に対し、市民は、自
ら地域の課題を発見し、より良いまちの姿を想像し、
昭和 40 年代には、市民委員会制度を通じて、「武蔵
野市民緑の憲章」を定めるなど、市
民の高い意識と文化性を、まちづく
りに反映させてきました。

 昭和 46 年には、「武蔵野市基本構
想・長期計画」が策定され、「市民参加」

「市民自治」の武蔵野市方式 * の基礎
ができました。住民同士で、生活に
必要な設備整備を行政と協力し、時
には意見を交わしあいながら主体的
に関わり、昭和 50 年代には市内に自
前のごみ焼却施設の建設計画を進め
るなど、市民参加のまちづくりを実
践してきました。また、既存の自治
会・町内会組織ではないコミュニティ
センター（以下「コミセン」という。）
を核とした全く新しい住民組織を作

り、今に至っています。
こうして市民が互いの知恵を出し、協力してきた

歴史の流れの中、武蔵野市は、緑豊かで文化の香り
漂う落ち着いた雰囲気とともに、多様な人々で構成
されて、躍動感あふれる活動的なまちとして、今に
至っています。

＊武蔵野市方式について
武蔵野市方式とは、市民参加、議員参加、職員参加による総合計画策定をはじめとする、下記のような、長

期計画を中心とした計画的市政運営に関するシステムのことをいいます。本市が全国の他自治体に先駆けて進
めてきたシステムであり、「武蔵野市」という名称を冠して、一般的に紹介されています。

境南コミュニティセンター

無作為抽出市民ワークショップ

例）
○策定作業前に、地域生活環境指標の作成や人口推計

等の調査等を実施し公開するとともに、市政アンケー
トや市民意識調査による市民ニーズの把握

○市民委員による策定員会を設置し、計画案を策定
○市長及び市議会議員の任期に合わせ４年ごとのロー

リング方式による実効性の担保
（武蔵野市第五期長期計画・調整計画より抜粋）



8Ⅳ - 市の文化をめぐる現状と課題

１ 現状
（1）利便性が高く、緑豊かなまち

本市は、首都圏で都区部の西に隣接し、面積
10.98㎢、人口約 14 万５千人、約７万６千世帯を抱
え、人口密度 13,181.2 人 /㎢ と、極めて高密なが
ら良好な住宅地が広がる都市です。市内には吉祥寺・
三鷹・武蔵境の３駅があり、ＪＲ中央線のほか私鉄
や東京メトロも乗り入れており、通勤通学にも便利
です。地形は相対的に平坦であり、市内全域を容易
に行き来でき、都心に行くまでもなく、市内の魅力
的な個人商店や大型店、文化・スポーツ施設などで、
日々の生活を満喫することができます。

また、都立井の頭恩賜公園と都立小金井公園とい
う大きな公園が東西に位置し、それらを結んで流れ
ている玉川上水や、千川上水があります。市域中央
部には都立武蔵野中央公園もあり、市内には多数の
大小様々な公園があります。また、市役所前の中央
通りの桜並木や成蹊学園のケヤキ、独歩の森なども
あり、市民、事業者、市などが一体となって、まち
なかの緑を守り、育んできた自然を身近に感じられ
る緑豊かな都市でもあります。

（2）特色のある３駅圏
武蔵境エリアは、鉄道の連続立体交差事業が完了

し、武蔵境駅の南北が一体となった周辺整備が行われ、
大きく変化したエリアです。図書館機能をはじめとし
て、「生涯学習支援」「市民活動支援」「青少年活動支援」
の機能を併せ持った新しいタイプの複合機能施設とし
て全国的にも知られる ひと・まち・情報創造館 武蔵
野プレイス（以下、「武蔵野プレイス」という。）が駅
前にあり、市内外の多くの高校・大学に鉄道・バスが

市の文化をめぐる現状と課題Ⅳ

（左）都立井の頭恩賜公園 （右上）中央通りの桜並木 （右下）千川上水

武蔵境駅南口



9 Ⅳ - 市の文化をめぐる現状と課題

（3）多彩な文化関連施設
市は、昭和 39 年に開館した武蔵野公会堂を皮切

りに、心豊かな市民生活を支えるため多彩な文化関
連施設を順次整備してきました。（図４、図 5）

大がかりな舞台機構を持ち、市民の文化活動の
拠点でもある市民文化会館は、平成 29 年４月にリ
ニューアルオープンしました。一方、もっとも早く
に整備された公会堂は、すでに建築後 50 年を超え、
バリアフリー面や現代のニーズへの対応からも課題
を抱えています。

これまでも、吉祥寺シアターや吉祥寺図書館は、
吉祥寺東部地区に「都市文化の発信エリア」という
イメージを創出するための拠点としての位置づけを
併せ持って設置された経緯もあるように、文化施設
はまちづくりにおける重要な要素の一つとしても機
能してきました。

社会教育の振興を図る目的で設置された市民会館

も、音楽室や美術工芸室など市民による芸術文化活
動が実践されています。複合機能施設である武蔵野
プレイスは４つの機能を有し、図書館機能を媒介と
して有機的に結びつき、様々な活動や人が出会う場
となっており、生涯学習や市民活動という観点から、
文化にかかわる様々な活動が行われています。

また、武蔵野ふるさと歴史館は歴史博物館と公文
書館が併設されている全国でも貴重な施設であり、
市の歴史文化を次世代に伝える活動の拠点として、
市民がまちの歴史を知り、愛着を深める役割も担っ
ています。

市内 16 のコミュニティ地区ごとに設置されてい
るコミセンは、ピアノのある音楽室、広間や大会議
室があるなど、各館ごとに規模や機能は異なってい
ますが、団体・個人を問わず無料で利用することが
できます。

つながり、若い世代が駅周辺を行き交っています。
三鷹駅北口からつながるエリアは、駅からのバ

ス便も多く住宅街が広がる地域です。駅から武蔵野
市民文化会館へつながる「かたらいの道」（市民文
化会館通り）は、「芸術鑑賞の余韻にひたりながら、
同行者と駅まで語り合う」ことをコンセプトにして
います。また、市役所周辺は中央図書館、クリーン
センター、総合体育館や都立武蔵野中央公園など、
市民生活に必要な公共施設が集まっています。

吉祥寺駅エリアには、駅を挟んで南側に水や緑に
あふれた都立井の頭恩賜公園が駅から徒歩数分に位
置しています。北側はハモニカ横丁を
はじめ個性的な店と大型店が共存し、
ジャズなど音楽を楽しめる店や新刊・
古書店、画廊などのアートスペースな
どの店舗も多数存在しています。公共
施設では、吉祥寺図書館や吉祥寺シア
ターがあります。

（上）三鷹駅北口（下）吉祥寺駅北口





11 Ⅳ - 市の文化をめぐる現状と課題

（5）市民活動を基軸とした文化
本市には一部を除いて自治会や町内会がほとんど

ないという全国的にみても珍しい特徴があります。
市内には、昭和 46 年のコミュニティ構想に基づき、
コミセンが整備され、老若男女問わず集い交流し、
市民活動の拠点となっています。そこでは、自主的
なサークル活動が盛んに行われているほか、コミュ
ニティづくりのための自主的な事業として、地域住
民で構成されるコミュニティ協議会が、コミセンま
つりなどの季節行事や市民の趣味活動を披露する催

し等を行っています。
また、高齢者福祉や地域福祉の分野で取り組まれ

ている、個人の住宅であった場所などを活用したテ
ンミリオンハウスは、住民同士のつながりをつくり、
市民による市民のための憩いの場となっています。
市内・近隣の大学の協力で提供されている武蔵野地
域自由大学、いきいきセミナー等もあります。こう
した場や、社会教育・生涯学習事業などから仲間づ
くりを進めたサークルなど、多くの市民が自らの文

（4）文化行政において関連団体が果たしてきた役割
市が昭和 58 年に設立した（公財）武蔵野文化事

業団（以下「文化事業団」という。）は、『市民に優
れた芸術文化を提供し、市民みずから行う芸術文化
の創造活動を援助し、市民の文化、福祉の向上を図
り、地域社会の発展と豊かな市民生活の形成に寄与
する』ために、市民文化会館をはじめ順次整備され
た８つの施設を管理しています。

文化事業団は、市民の自主的な芸術文化活動を
促進する場として施設を貸し出すだけでなく、年間
120 本以上の自主事業を通じて良質な芸術文化公演
や美術展示等の提供に努めてきました。こうした活
動により、武蔵野市では市民が身近なところで国内
外のアーティストによる様々なジャンルの公演を気
軽に楽しめる機会が提供されています。その質の高
さと独自性は、市内外からのファンを惹きつけ、多

くの来場者を集めるとともに、NHK の著名な音楽
番組で年に何度も全国放送されるほどです。

 また、すべてのライフステージにおいて、市民一
人ひとりが自発的にスポーツや学習、交流等の生涯
学習活動に取り組めるような環境を整備し、生涯を
通じた健やかな心身の育成と地域社会の発展を推進
することで潤いのある豊かな市民生活の形成に寄与
することを目的として、市は平成元年に（公財）武
蔵野生涯学習振興事業団（以下「生涯学習振興事業
団」という。）を設立しました。体育施設では市民
の健康増進やスポーツ活動の振興事業が行われてい
るとともに、武蔵野プレイスでは新たな市民文化の
創造と発信に向けて、４つの機能を連携・融合させ
た様々な事業を展開しています。

文化事業団の４つの事業（定款より）

市民文化の
振興を図るための

文化事業の
企画と実施

地域文化の
活性化を図るため、

市民団体等の
舞台芸術活動に

対する援助

武蔵野市から
受託する文化施設の

管理運営

その他
この法人の目的を
達成するために

必要な事業
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（3）施設の老朽化と新たな機能の必要性
本市の文化施設は、昭和 39 年に開館した公会堂

をはじめ、開館から長い年月が経過しており、多く
の施設が老朽化の問題を抱えています。また施設に
求められるニーズも変化しており、既存施設の設備
や機能だけでは社会の変化に必ずしも対応できてい
ません。

例えば公会堂は、昭和 15 年には建設構想が生ま
れ、公共集会場としてその内容が検討されましたが、
着工時には、公会堂的なホール機能を中核としつつ、
公民館的な機能も有する施設となりました。その後、
市民文化会館建設検討が進むとともに、市民ホール
機能が市民文化会館へ移り、施設に期待される主な
役割が変わっていったことで、平成元年には、芸術

文化施設所管課である現在の市民活動推進課へ所管
が移っています。

これからの文化施設は、建物自体やそこで行われ
ている事業がまちの文化的なイメージを形づくった
り、人が集い、出会い新たなつながりが生まれる場
となるようなことが期待されています。老朽化や利
用者ニーズへの対応も、施設単独で検討するのでは
なく、まちづくりと一体で考えていく必要がありま
す。

現在及び将来の公立文化施設の機能を拡充してい
くためにも、まちづくりの視点からその役割を再検
討して整理をする必要があります。







劇場・ホールの機能を活かした子ども・親子向け事業
吉祥寺シアターの「ファミリーシアター」は、０

歳児から低学年児を対象に、演技付きの読み聞かせ
「よみ芝居」や舞台セットへのお絵かきワークショッ
プなど鑑賞と体験を繋げる企画として取り組みを始
めています。文化事業団が招へいしたアーティスト
が小中学校やまち場の中で演奏するアウトリーチ事

業や、落語や茶道などの伝統文化に親子で参加する
教室など、一緒に参加する、あるいは見学する保護
者にとっても、街を歩き、「劇場・ホール」という
非日常空間を「久しぶりに」あるいは「初めて」子
連れでも気兼ねなく体験することがリフレッシュに
もつながっているようです。

19 Ⅵ - ５つの方針

方針１	誰もが芸術文化を享受できる機会をつくります

●文化芸術基本法では、基本理念において『文化芸
術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術を創
造し、享受することが人々の生まれながらの権利で
あることに鑑み、国民がその年齢、障害の有無、経
済的な状況又は居住する地域にかかわらず等しく、
文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造
することができるような環境の整備が図られなけれ
ばならない。』と記されています。
●本方針においても、同様の考えの下、様々なハー

ドルがあり、一人ではアクセスが困難な子どもや高
齢者、障害者などに加え、経済的な状況にかかわら
ず、芸術文化を享受できる機会を増やします。
●「文化に関する市民アンケート」において、武蔵
野市にとって必要なこととして、複数の項目で子ど
もが文化的な体験・活動ができる事業の実施などが
選択されていることから、特に子どもたちには、ア
ウトリーチ事業などを通じて、芸術文化を享受でき
る機会をつくります。

今後考えられる主な取り組み例

これまでの取り組み

子どもや高齢者等に
向けた事業展開

学校や福祉施設等への
アウトリーチ事業

小学校へのアウトリーチ事業 吉祥寺ファミリーシアター



学校教育における芸術文化活動
市では、学校教育における芸術文化活動として

様々な取り組みを行っています。
プロの劇団による舞台公演の鑑賞を通じ、豊かな

情操や感性を養ったり、望ましい鑑賞態度や公共マ
ナーを習得することを目的に、市立小学校３年生、
中学校１年生を対象に、年１回、演劇鑑賞教室を実
施しています。平成 29 年度は、小学生が『あらし
のよるに』を、中学生が『ジャンヌ・ダルク－ジャ
ンヌと炎』を鑑賞しました。

また、小・中学校の各連合音楽会も年１回実施し
ており、児童・生徒にとって、成果発表とお互いの
鑑賞を通じて、お互いを高め合ったり、感動し合う
機会にもなっています。

さらに、部活動として、吹奏楽や合唱に取り組ん
でいる学校もあります。これを支援する取り組みと
して、その成果の発表の場であると共に音楽を通し
た他校との交流の場ともなる青少年コーラスジョイ
ントコンサートと、ジュニアバンドジョイントコン
サートを年１回開催しています。

20Ⅵ - ５つの方針
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●武蔵野市においては、文化事業団の公演を中心に、
様々な鑑賞の機会が提供されてきました。一方、社
会の変化や要請により、文化事業団の芸術文化事業
等においても、従来行ってきた鑑賞中心の事業だけ
でなく、市民自らが体験・創造する機会の提供へと
いった事業展開の進化も求められています。
● 100 年ライフと言われている現代社会を生きてい
く子どもたちにとって、スキルや知識、健康・友人
関係等と同様に、大きな変化に対応していける能力
を養っていくことが必要です。日々の生活の中から
芸術文化を体験し、質の高い芸術文化作品に直接ふ

れることだけでなく、子どもたちが自由な創造性を
自ら育てていけるような、様々な環境をつくります。
●特に文化施設については、劇場法において『地域
コミュニティの創造と再生』への寄与が期待される
など、求められる役割が変化するとともに、その期
待も大きくなっています。本市においても、文化施
設にそのような役割が今後期待されることから、既
存施設の位置づけの再確認や使われ方の見直しによ
り、市民が自発的に、かつ自由に体験・活動できる
環境をつくります。

方針２	芸術文化を身近に体験、活動、交流できる	環境をつくります

今後考えられる主な取り組み例

子どもたちが
自由な創造性を

自ら育てていける
環境づくり

既存施設の
位置づけの再確認や
使われ方の見直し

市民の自発的かつ
自由な体験・活動の

環境づくり

吉祥寺シアターにおける演劇・ダンスワークショップ
吉祥寺シアターでは、子どもたちの創造性や個性

を育む取り組みとして、演出家・振付家、俳優、劇
作家等を講師に迎え、「吉祥寺シアター演劇部」「吉
祥寺シアターダンス部」という名称でワークショッ
プを実施しています。

平成 28 年度は、中学生・高校生が劇作家・演出
家と共に演劇をつくり、小学校３～６年生がダン
サー・振付家と一緒にダンスをつくり、それぞれ発
表公演を行いました。

これまでの取り組み

吉祥寺シアター演劇部
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●武蔵野市のまちの魅力は、行政による環境整備と、
市民による多様な活動と、それを受け入れる市民の
感性とが一体となって、多様な要素から形成されて
います。
●今後は、そういったまちの魅力を築き上げてきた
要素を地域の芸術文化資源として捉え、これらをつ
なぎ合わせることで、まちを彩る魅力を生み出し、

これを発信し、まちの活性化につなげていくことが
求められます。
●文化施設以外の公共施設や公共空間で芸術文化事
業を実施することで、多様な人が施設を訪れたり、
新しいつながりが生まれることが期待されます。こ
れまでの取り組みを参考に、さらに取り組みを進め
ます。

武蔵野クリーンセンターにおける展示・ワークショップ
クリーンセンターでは、平成 30 年度に、美術家・

藤浩志氏による「廃材コレクション展 ～ あつめる 
ならべる ～ 廃材から生まれるさまざまな活動」を開
催しました。

廃材を使ったアート作品を展示したほか、廃材を
つかったものづくりワークショップを開催し、アー
トと廃材を組み合わせ、ごみやリサイクルを考える
機会をつくりました。

方針3		地域の芸術文化資源を活用し、それを活かすまちにします

これまでの取り組み

今後考えられる主な取り組み例

文化施設以外の公共施設や
公共空間での芸術文化事業

廃材コレクション展 ～あつめる ならべる～ 不要になったおもちゃで作られた「トイザウルス」
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武蔵野プレイスにおけるワークショップ
武蔵野プレイスでは、アーティストと実際に触

れ合うことや、アートを媒介することで、武蔵野プ
レイスに集まる人々が多様で創造的なコミュニケー
ションをとれる機会を提供することを目的に、機能
連携を図り、展示やワークショップ等、様々なアー
トイベントを実施しています。平成 29 年度は、リ
アリー・リアリー・フリーマケットでお金を介さな
いフリーマーケットや、作品の特別展示を行いまし
た。

プレイス・フェスタ 2017
リアリー・リアリー・フリーマーケットの様子

プレイス・フェスタ 2017
作品展示



＜０１２３はらっぱ＞
お寺や神社などのほか都立武蔵野公園 ( はらっぱ

公園 ) や遊歩道、武蔵野の面影を残す雑木林やのど
かに広がる畑に隣接する子育て支援施設で、一般社
団法人日本建築学会の 2003 年日本建築学会作品選
奨を受賞しました。

＜武蔵野プレイス＞
平成 23 年 7 月にオープンした武蔵野プレイスは、

芸術・技術の発展に寄与する優れた建築作品として、
一般社団法人日本建築学会の 2016 年日本建築学会
賞（作品）を受賞しました。

市内の公共施設、公共サービスにおけるデザインの活用
本市では、平成 29 年度に策定した景観ガイドラ

インにおいて、公共建築物等も地域の景観を形成
していく重要な要素としています。また、ガイドラ

イン策定以前から、公開デザインコンペやデザイン
ワークショップ等の手法を取り入れ、公共空間にデ
ザインの活用を図ってきました。

＜ムーバス＞
市内の様々な場所で目にするムーバスは「どの世

代の人にも気軽に乗っていただきたい」との願いを
込めた、０から９までの 10 色の数字が取り巻く楽
しいデザインとなっています。平成７年の運行開始
以来、日本生活文化大賞や CS デザイン賞などを受
賞するなど、そのデザインも含めて高く評価されて
きました。

＜武蔵野クリーンセンター＞
平成 29 年４月から本稼働した武蔵野クリーンセ

ンターは、公益社団法人日本デザイン振興会が主催
する「総合的なデザインの推奨制度」の「公共用の
建築・施設」部門において、グッドデザイン賞を受
賞しました。

ムーバス

武蔵野クリーンセンター

０１２３はらっぱ
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●これまでも、多様な主体が、様々な事業を展開し
てきており、それぞれが武蔵野市の魅力の要素を
担ってきました。これからも市の魅力を維持し高め
ていくためには、今後も、その様々な主体が、連携し、
ネットワーク化を図ることが必要です。
● 今後は、そういったまちの魅力を地域の芸術文化
資源として捉え、様々なチャンネルやネットワーク
を使い、その魅力を発信し、まちの活性化につなげ
ていくことが求められます。
●それには、様々な主体をつなぐ機能となる文化的

ハブの見える化を検討するとともに、横断的・自律
的・持続的な連携の体制を考えていきます。連携に
は、情報共有や組織化など、目的に応じた手法があ
ります。今後どのように連携していくことがまちの
魅力を高めていくことにつながるか、連携の方法に
ついて検討していきます。
●その検討のなかで、文化事業団についても、市民
や民間事業者と連携した事業の実施形態やそれらの
活動の記録なども検討していきます。

方針4	 市民、民間企業、ＮＰＯ、専門家、行政等の	文化振興のための連携をすすめます

今後考えられる主な取り組み例

これまでの取り組み

様々な主体をつなぐ
文化的ハブの見える化

文化事業団と市民・民間事業が
連携した事業

武蔵野アール・ブリュット
アートを通して、多様性を大切にする地域づくり
を進めていきます。第 1 回目の平成 29 年は「ヒ
トが表現するということ」をテーマとして開催し
ました。

武蔵野アール・ブリュット
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●武蔵野市の魅力は、市民生活全般にかかわる有形
無形の活動の集積である市民文化、そして住宅・商
業施設・緑地や伝統と若者文化など、質の異なるも
のが共存する都市文化であり、多くの人々を惹きつ
けてきました。
●芸術文化については、市民文化と都市文化の双方
のなかで育まれ、市民が触れ、まちに人を惹きつけ
る魅力となってきました。市民芸術文化協会の活動

に加え、行政においては文化事業団が質の高い芸術
文化に接する機会を提供してきました。
●武蔵野市には、多様な主体によってつくり上げら
れてきた市民文化、都市文化がもたらす魅力があり
ます。国際化、多様化する社会の要請に応えていく
ために、武蔵野市民が誇れる武蔵野市の芸術文化の
あり方を市民や行政が共に語り合い、考える機会を
様々な方法で継続的に提供します。

方針5	 将来の武蔵野市の芸術文化のあり方を	考えていく機会を提供します

今後考えられる主な取り組み例

将来の武蔵野市の
芸術文化のあり方を考える

継続的な機会の提供





28Ⅶ - 方針の推進にあたって

2 文化事業団の機能の拡充
文化事業団は「市民に優れた芸術文化を提供し、

市民みずから行う芸術文化の創造活動を援助し、市
民の文化、福祉の向上を図り、地域社会の発展と豊
かな市民生活の形成に寄与すること」を目的として
設立され、本市における芸術文化活動の支援という
点において、重要な役割を担ってきました。

そして、今後本方針を推進していくにあたり、拠
点となる文化施設を管理し、芸術文化事業の多くを
実施してきた文化事業団が果たすべき役割はさらに
重要になります。

従来の評価の高い公演事業の実施に加えて、地域
の文化振興の拠点として文化施設が担うべき新たな
役割を踏まえて、芸術体験・創造型事業の企画や実
施、文化振興の担い手との連携の強化など、団体と
しての機能を拡充していく必要があります。そのた
めに、既に、第五期長期計画・調整計画に示されて
いる、生涯学習振興事業団との統合を含め、期待さ
れる役割を担いうる体制作りを行っていきます。

3 これからの文化施設が担うべき役割と必要な機能に向けた展開
本市では、市民文化会館を中心に、優れた芸術文

化を鑑賞する機会を充実させてきました。また市民
に、自主的な芸術文化活動の場を提供するために、
施設の貸し出しを行ってきました。

今後、老朽化等により、駅前などに配置されてい
る文化施設の再整備を考える際には、それぞれの方
針で示されている必要な芸術文化的要素を取り込み、
そのエリアの中で担う役割を意識しながら文化的ハ
ブともなりうるような有機的な連携の仕組みを考え

ていく必要があります。
また、今後は、施設ごとの設置経緯、現状、そこ

で行われている事業の振り返りなどを行い、市全域
や駅勢圏といった三層構造の考え方に基づき、本方
針で示された公立文化施設に必要な要素を落とし込
み、施設のさらなる活用や手法を検討します。

4 方針に照らした事業等の評価について
 1 で設置したワーキングチームにより、５つの方

針を評価の基軸とする評価手法について研究・検討
します。その上で、東京 2020 大会の文化プログラ
ムも含めて、関連事業の評価を試行します。方針の
中間年となる平成 35［2023］年に向けて、市民お
よび外部の有識者等を加えた評価委員会を設置し、
方針前期に市が関与した芸術文化事業及びその他
の事業について５つの方針の視点から評価します。

その評価を基に、後半期についてより効果的な事
業や体制を検討するとともに、方針の改訂につな
げていきます。（図 8）

あわせて、基本方針を推進していくうえでは、文
化振興のあり方について、常に考え続けていくこと
が必要です。そのため、本市の文化振興のあり方に
ついて、市民の皆さんと一緒に考える機会を作り続
けていきます。
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